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人と人をつなぐ。駅とまちをつなぐ。駅からまちへ。

つむぐ市
　２月７日、JR 本庄駅自由通路と本庄駅北口で「つむ
ぐ市」が開催されました。北口にはキッチンカーが出店、
また、駅構内の自由通路では地元で採れた特産品等の販
売が初めて行われ、訪れた方が駅の中と外を回遊する、
新たなにぎわいが生まれていました。

まち
かど

		NNews

４.	 特集「いいね！台南」

８.	 �市民総合大学

28.	 # ここにいたい本庄で SNSに投稿しよう！

　３月号では、台南市との友好交流協定締結を記念し４
ページに渡り特集！表紙写真は、友好のきっかけとなっ
た「林百貨」をバックに、生まれた新たな絆を固く握手
する様子で表現しました！

今月の特集 今月の表紙

（2025.２.１現在）の動き （人口増減の内訳）

　まちの案内や一息つける休憩ス
ペースを提供するまちの駅。阿奈さ
んも事務所を「プラス思考の駅」と
称し、スペースを提供しています。

んが、本庄に来た人とまちの駅が、そし
て駅同士が…とつながりを広げることで、
本庄を盛り上げていきたいですね。
　そして、広がったつながりを生かして、
本庄で何かを始めたい、盛り上げたいと
考える若い世代をサポートしていく。こ
れが私のミッションです。

　結婚を機に本庄市に引っ越し、会
社を経営しながら地域おこしに関わ
りました。その時に知り合った方か
ら全国にある「まちの駅」の存在を
聞きました。まちに来た人と交流し、
おもてなしをする「まちの駅」の考
えに共感し、本庄でも広めようと立
ち上げたのが、「NPO 法人まちの
駅ネットワーク本庄」です。市内の
お店や公共施設が「まちの駅」とし
て協力し、訪れた人をもてなす取組
が評価され、地域づくり総務大臣表
彰を受賞したこともあります。
　活動の中で一番大切にしているの
が、『つながり』。人のつながりがまち
のつながりに、そして、まちのつなが
りが増えると、まち全体の盛り上がり
になります。一つひとつのまちの駅が
できる事は、小さな取組かもしれませ

　人から人へ紡ぐ、あなたの物語
Touch

このまちで暮らす、皆さんの物語を
リレー方式で紹介していきます。《タッチ》

長濱　茂雄さん（NPO法人代表）

紹介してくれたのは…

POINT まちと人がつながる「まちの駅」

総人口 前月比
総人口 76,651 － 132

男 38,351 － 93
女 38,000 － 39

世帯数 36,467 － 54

自然増減 社会増減
出生 27 転入 223
死亡 127 転出 250
増減 －100 増減 － 27

－  5

今月の写真特集
繋がり、楽しみ、知る

『つながり』でまちを盛り上げるStory.10
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NPO法人「まちの駅ネットワーク本
庄」相談役。本庄市を市内外にアピー
ルするため、さまざまな活動を行う。

阿奈 正子さん NPO法人相談役
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同時開催！本庄の魅力を集めた１日

七高祭×ほんじょう市
い ち

　１月 26 日、本庄総合公園およびカミケンシルクドーム
にて「ほんじょう市」「合同文化祭〈七高祭〉」が同時開催
されました。
　本号では一足先に当日の様子をお届け。それぞれのイベ
ントについて詳しくは次号以降ご紹介します。お楽しみに！

はにぽんも
台南市にいったよ！

全国３連覇中のいちご「あまりん」を味わう

ほんじょうプレミアムストロベリーマーケット2025
　２月 15 日、「ほんじょうプレミアムストロベリーマー
ケット 2025」が本庄総合公園で開催されました。
　当日は約 1,500 箱の本庄産あまりんが販売され、多く
の方が舌鼓を打ちました。また会場では、あまりんを使っ
たスイーツや本庄野菜等の販売も行われ、会場は大盛況
でした。


